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臨床実習における SATI を用いた学生の不安についての検証

渡邉　 学、 伊藤　 譲、 白石　 聖、 石山信男、 樋口毅史、 松田康宏、 服部辰広、 小林喜之、 丸澤遼子、 久保山和彦（ 日本体
育大学　 保健医療学部　 整復医療学科）

key words： 臨床実習、 STAI、 不安、 心理的ス ト レ ス

【 目的】臨床実習で学生が不安に感じ る 心理的ス ト レ ス は、 実習の学習効果と し て問題と なっ ていたが、 近年、 診療参加型臨
床実習（ CCS）の指導が推奨さ れ有効な学習効果が得ら れている 。 CCS は、 見学・ 模倣・ 実践と 段階的な指導が学生の不安
を 軽減し 、 ポジティ ブな学習効果が認めら れる 。 し かし 、 実習において同様の指導を 受けている にも 関わら ず、 過度な不安
を 感じ る 学生が一定数存在する が、 その要因については解明さ れていない。 学生のス ト レ ス 要因と なる 不安に対し 、 日本版
STAI を 用いて特定不安を 測定し 、 臨床実習における 状態不安の関係性について検討する 。【 方法】対象は、 2 年次に見学実
習を 履修し た学生 88 名、 3 年次に臨床評価・ 臨床技能実習（ 模擬診療型）を 履修し た学生 80 名、 4 年次の総合（ 診療参加型）
を 履修し た学生 84 名と し た。 測定は、 実習初日の実習開始前（ 実習前）と 実習最終日の実習終了後（ 実習後）に実施し た。 実
習前後それぞれの特定不安と 状態不安の関連性を 検証し た。 検証には、 ス ピ アマンの順位相関係数を 用いて統計解析を行っ
た。【 結果】2 年次の実習前では相関を 認めた（ r＝0.5）が、 実習後では相関を 認めなかっ た。 3 年次の実習前後と も 相関を 認
めた（ 実習前 r＝0.4、 実習後 r＝0.5）。 4 年次の実習前後と も 相関を 認めた（ 実習前 r＝0.4、 実習後 r＝0.6）。【 考察】本研究の
結果よ り 、 特定不安の不安傾向が高い学生は、 実習前後と も 不安傾向が高く なる こ と が示唆さ れた。 2 年次の見学実習では、
初めての実習と いう 背景から 実習前では不安が高ま ったが、 見学のみでの内容にて不安が軽減し たと 考える 。 3・ 4 年次では、
実習指導者の監督・ 指導のも と 実践に関与し た内容の為、 実習前後と も 不安が高ま っ たと 考える 。 従っ て、 模擬診療型や診
療参加型の臨床実習では、実習指導者が学生と の対話から 不安傾向などを 把握し 、実習での学生指導や配慮が重要と 考える 。
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【 目的】新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の感染予防の観点から 学校教育では通学を せずに在宅での学修と なり 、 柔道整復師を養成
する 大学においても 、 オンラ イ ンでの学修様式へと 変化し た。 コ ロ ナ禍においては、 ス マート フ ォ ンなど のモバイ ル端末の
使用頻度が高ま り 、 ス マート フ ォ ンの過度の使用はさ ま ざま な問題が生じ る こ と が知ら れている 。 本研究は、 コ ロ ナ禍が終
焉し た現状における 柔道整復師を 目指す大学生のス マート フ ォ ン使用習慣、 依存尺度、 頚部障害の有無と 程度を 調査し たの
で報告する 。【 方法】対象は、 柔道整復師養成施設に在学する 学生 250 名（ 1 年生： 81 名、 2 年生 52 名、 3 年生： 70 名、 4 年生：
47 名）と し た。 アンケート 調査項目は、 基本属性、 ス マート フ ォ ンの使用習慣、 ス マート フ ォ ン 依存尺度（ 以下、 SAS）、 頚
部障害指数（ 以下、 NDI）、 頚部の疼痛の評価（ 以下、 NRS）と し た。 比較は学年間で行っ た。【 結果】ス マート フ ォ ンの使用習
慣のう ち 1 日当たり の使用時間は、 4 年生は 3 年生よ り 有意に短かっ た。 使用目的について、 4 年生は、「 オンラ イ ン 授業」
と 回答し た者が他学年と 比べて有意に多く 、「 学習アプリ 」と 回答し た者は、 1 年生、 3 年生と 比べて有意に多かっ た。 SAS
ス コ アは、 4 年生が 3 年生よ り 有意に低かっ た。 NDI ス コ アと NRS ス コ アは、 いずれも 差を 認めなかっ た。【 考察】4 年生は、
3 年生と の比較において、 ス マート フ ォ ンの使用時間が短く 、 学修での使用が多いこ と から 、 相対的にス マート フ ォ ンの総
利用時間に対する 学修目的での使用割合が高いと いえる 。 学修目的の利用は依存性が低いため、 SAS ス コ アが低かっ たと 考
えた。 こ のこ と から 、 3 年生以下の学年に対し ても 、 ス マート フ ォ ン を 利用し て学修でき る 復習用教材や成績下位層への補
修教材を作成し 、 こ れら に取り 組ま せる こ と で、 相対的に学修目的以外の利用を 減ら す取り 組みが学力向上に繋がる と 考え
た。
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柔道整復師養成施設の初年次学生対象の早期臨床体験実習を 診療参加型臨床実習（ Clinical Clerkship 以下 CC）と し て実施し
た。 診療参加型臨床実習は医学生が診療チームに参加し 、 その一員と し て診療業務を 分担し ながら 、 医師と し ての職業的な
知識、 思考法、 技能や態度の基本的な内容を学ぶこ と を 目的に医学部では実施さ れている 。 ま た、 早期臨床体験実習は医学
知識を持たない低学年次に患者と 関わら せる こ と で、医療者でも 患者でも ない第3者の立場で医療現場を 観察さ せる 実習で、
理論と 実践を 同時進行で実施し ていく 手法である 。 柔道整復師養成施設の初年次学生が整形外科で診療チームの一員と し て
CC に参加し た報告はない。 初年次学生が自由記述で回答し た提出物から 、 CC 参加前に学習し たいこ と 、 CC 参加後に学ぶ
必要がある と 感じ たこ と を調査し て、 学習効果を考察し た。 CC 参加前ではコ ミ ュ ニケーショ ン、 整復法、 治療法、 固定法、
柔道整復師に関する 学びを 希望する 初年次学生が多かっ た。 CC 参加後では、 解剖学、 コ ミ ュ ニケーショ ン、 固定法、 画像
読影を学ぶ必要がある と 記入し た初年次学生が多かった。 我々の臨床実習の特筆すべき 特徴である 整形外科で勤める 柔道整
復師や医療連携に関する 記述を し た初年次学生は CC 参加前、 CC 参加後共に少数であ っ た。 初年次学生は CC に参加し 、
診療チームの一員と し て実習指導者や患者と 交流し たこ と でコ ミ ュ ニケーショ ン能力に課題を 感じ たこ と や、 実習指導者か
ら 画像所見を 使用し ながら 指導さ れた際に基礎医学の知識不足に気が付いた者が多かっ た。 整形外科で勤める 柔道整復師や
や医療連携に関する 学びについて記入者が少なかっ たのは、 我々の臨床実習の手法に問題があっ た可能性がある 。 CC はコ
ミ ュ ニケーショ ン、 基礎医学と 専門分野の知識不足に気が付く 効果がある 。
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Colles 骨折整復ト レーナーを用いた実習の取り 組みについて

片岡裕恵、 久米信好、 Batdulam  Battulga（ 東京有明医療大学）

key words： 徒手整復、 アンケート 、 モンゴル

【 背景】東京有明医療大学はモンゴル国立医療科学大学と の国際交流と し て、 モンゴルにて伝統医療セラ ピ ス ト を 目指す学生
の短期研修を 受け入れている 。本研修は、伝統医療セラ ピ ス ト 学科の学生に柔道整復学の単位修得の一つと し て行っ ている 。
今回、 こ の研修でイ ギリ ス 製の Colles 骨折整復ト レ ーナー（ 日本ラ イ ト サービ ス ）を 用いた実習を 行っ た。 本研究の目的は、
骨折整復ト レ ーナーを 用いた実習が学生の徒手整復に対する 関心や自信につながる かを アンケート 調査から 評価する こ と と
し た。【 方法】対象は、 2023 年 3 月に行っ た短期研修で受け入れたモンゴ ルの学生 10 名と 、 日本の有志学生 9 名と し た。 実
習では、 ま ず Colles 骨折について復習し た後、 骨折整復ト レ ーナーを用いて徒手整復の感覚を 体験さ せた。 アンケート は 4
件法で行い、 実習の前後に聴取し た。【 結果】1． Colles 骨折の徒手整復に関心がある かについて、「 と ても そう 思う 」がモン
ゴ ル学生で 8 名、 日本学生で 7 名であっ た。 2． Colles 骨折の徒手整復に自信がある かについて、 実習前ではモン ゴル学生
で「 と ても そう 思う 」が 1 名「 ややそう 思う 」が 9 名に対し 、 日本学生では「 ややそう 思う 」が 2 名「 あま り そう 思わない」が 5 名

「 全く そう 思わない」が 1 名であっ た。 実習後では、 モンゴ ル学生で「 と ても そう 思う 」が 2 名「 ややそう 思う 」が 8 名であり 、
日本学生では「 と ても そう 思う 」が 4 名「 ややそう 思う 」が 4 名「 あま り そう 思わない」が 1 名であり 、 日本学生で変化があっ た。
内省調査で骨折整復ト レ ーナーによ り 、 骨折部の外観、 骨片転位や徒手整復操作、 整復さ れた感覚が分かる よ う になったと
いう 意見が得ら れた。【 考察】Colles 骨折の徒手整復について、両国と も に関心が高いこ と が明ら かと なっ た。骨折整復ト レ ー
ナーを実習に取り 入れる こ と で、 骨折の徒手整復への関心や自信を 向上でき る 可能性が考えら れた。
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骨折・ 脱臼に対する整復シミ ュレータ ーの活用方法についての検討

高須勇斗、 高須周平（ 高須接骨院）

key words： シミ ュ レ ータ ー、 コ ーレ ス 骨折、 整復

【 背景】近年、 骨折・ 脱臼に対する 整復を 練習する シミ ュ レ ータ ー（ 以下、 シミ ュ レ ータ ー）が開発、 市販さ れた。 こ のシミ ュ
レ ータ ーは磁石の吸着力を用いて骨折・ 脱臼の転位を再現し 整復の練習を 行う こ と ができ る 。 し かし 、 こ のシミ ュ レ ータ ー
は整復の練習以外の活用方法が確立さ れておら ず、 導入し ている 施設も 少ない。 そこ で我々は、 柔道整復師に対し てアン
ケート を 行いシミ ュ レ ータ ーの活用方法を 検討し た。【 方法】対象は柔道整復師 12 名と し た。 アンケート の内容は、 柔道整
復師免許取得後の年数、 整復経験の有無、 コ ーレ ス 骨折の整復と シミ ュ レ ータ ーの整復を 比較し た動画（ 以下、 比較動画）を
視聴し 整復の再現にシミ ュ レ ータ ーは有用と 思う か、 比較動画を 視聴し 自分の行う 整復を シミ ュ レ ータ ーで再現し たいと 思
う か、 整復技術の修得にはシミ ュ レ ータ ーによ る 練習が必要と 思う か、 整復技術を 伝承する ま たは伝承さ れる 際にシミ ュ
レ ータ ーは必要と 思う か、 患者に対し て整復の説明をする 際にシミ ュ レ ータ ーを 使用でき る と 思う か、 あなたが思う シミ ュ
レ ータ ーの活用方法はある か、の計8問と し た。【 結果】整復経験は 75％がある と 回答し た。整復の再現は 83.3％がシミ ュ レ ー
タ ーが有用と 回答し た。 自分の行う 整復の再現は 91.7％が再現し たいと 回答し た。 整復技術の修得は 83.3％がシミ ュ レ ー
タ ーによ る 練習が必要と 回答し た。 整復技術の伝承は 75％がシミ ュ レ ータ ーが必要と 回答し た。 患者に対する 説明は
91.7％がシミ ュ レ ータ ーを 使用でき る と 回答し た。【 考察】シミ ュ レ ータ ーの活用方法は、 単に整復の練習を 繰り 返し 行う だ
けでなく 、 実際に行っ た整復を 再現し 記録する こ と で整復技術の伝承に繋がる と 考えた。 ま た多く の柔道整復師が整復技術
の修得にシミ ュ レ ータ ーが必要と 回答し ている こ と から 学校教育の教材と し て活用し ていく 必要がある と 考えた。
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柔道整復師養成校における超音波観察に関する教育法の検討―オンデマンド および対面指導と の比較―

立山　 直、 中川達雄、 池田　 財、 池田愛里、 澤田　 規（ 宝塚医療大学　 保健医療学部　 柔道整復学科）

key words： 柔整教育、 超音波画像観察装置、 反転授業、 オンデマンド 、 超音波観察

【 背景】柔道整復師養成校では超音波画像観察装置（ エコ ー）を 含む医用画像に関する 授業がカリ キュ ラ ム に含ま れている が、
学生の授業アンケート 結果ではエコ ーに触れる 時間数が短いと いう 意見が多い。 そこ で、 われわれは事前に予習と し てオン
デマンド を 利用し た反転授業の導入が可能であれば、 エコ ーに触れる 時間が増加する ため、 実技授業の一部がオンデマンド
で対応可能か検討を 行っ た。【 方法】柔道整復師養成校 3 校、 学生 72 名を 対象と し 、 各校で学生を ラ ン ダム に 2 群に振り 分
けた。 2 群に対し 肘関節の内側側副靭帯（ 肘 MCL）およ び、 膝関節の内側側副靭帯（ 膝 MCL）の描出方法の指導を、 対面およ
びオン デマンド によ る ク ロ ス オーバデザイ ンで実施し た。 Ⅰ群は肘 M CL の描出方法を 対面で直接指導を 受けた後、 オンデ
マンド で膝 MCL の指導を 受ける 。 Ⅱ群はその逆と し た。 評価項目は描出部位の①ラ ンド マーク 、 ②学生によ る 画像解剖説
明、 ③描出ま での時間と し 、 4 段階に点数化し 統計学的に検討し た。【 結果】評価項目①から ③の点数を、 対面およ びオン デ
マンド 指導間で比較し た結果、 有意差は認めら れなかっ た（ P＞0.05）。【 考察】対面およ びオンデマン ド 指導間で有意差を 認
めなかったこ と よ り 、 オンデマンド でも 理解度に差がない可能性が示唆さ れた。 こ れはオンデマンド 指導を 、 よ り 対面指導
に近い形にする ための教材の工夫を 行っ たためと 考えら れる 。 両指導法と も 対象部位の解剖、 触診およ び、 プロ ーブ操作を
説明し たがオンデマンド において指導を そのま ま 動画にする と 、 プロ ーブ操作と エコ ー画像を 同時に見る こ と ができ ないた
め、 描出ま での時間の増加が考えら れる 。 そこ で、 プロ ーブ操作と エコ ー画像を 1 画面で確認でき る 動画に編集し た。 こ れ
ら が有意差を 認めなかっ た要因と 考えら れ、 オンデマンド 指導に工夫を 施すこ と でエコ ーの実技教育に反転授業が導入可能
である 事が示唆さ れた。
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超音波画像観察装置における画像の再現性計測システムの検討 第 2 報

中村尚志 
1）
、 村澤幸弘 

1）
、 合田香奈 

1）
、 川口央修 

2）
、 有沢　 治 
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、 坂本　 歩 
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（

1）
 呉竹医療専門学校、

2）
 呉竹学園、

3）
 呉竹メ ディ

カルク リ ニッ ク ）

key words： 超音波画像観察装置、 再現性

【 目的】前回の報告に引き 続き 、 超音波画像診断装置によ る 画像の再現性計測シス テムの検討を 行っ た。 今回はシス テムを 実
際にヒ ト に対し て使用する こ と で再現性の可否を 検討する こ と と し た。【 方法】超音波観察装置（ Canon 製 Xario100G）のプ
ロ ーブに 3 軸ジャ イ ロ センサー（ WitMotion Shenzhen 製 WT901BLECL）を 取り 付け後、 観測を 行っ た。 前回から の改善と し
て、 プロ ーブへのジャ イ ロ セン サー設置方法の改善を 行い、 新たにポジショ ニン グについてレ ーザー距離計（ BOSCH 社製
ZAM O3）で位置決めを行っ た。 観察部位は手指（ 第 3 指）を 行い、 その際の角度を 記録し て基本画像と し た。 記録し た基本画
像のプロ ーブの角度に合わせる よ う プロ ーブ走査を 行っ て画像の描出。 その画像を 画像比較プロ グラ ムにて算出し た一致率
と 測定時のプロ ーブの角度の関係から 再現性の評価を行っ た。【 結果】ポジショ ニングを 行う こ と によ っ て観察方法の改善を
行っ た。 だがファ ント ムでの観察と 比較し 、 ヒ ト での再現性は位置の固定が非常に困難であっ た。 し かし ながら 、 観察方法
の改善を 行う こ と によ って一致率を高める こ と が可能である こ と が考えら れた。 今後も 他の部位など で検討を 行っ ていく 。
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【 目的】本研究は Virtual Reality（ 以下 VR）と タ ブレ ッ ト を 用いた機能解剖学における 学修形態の違いが学修意欲や改善点に
及ぼす影響について、 縦断的分析を行う こ と を 目的と する 。【 方法】対象は大学 1 年生-4 年生 16 名（ 男性 12 名、 女性 4 名）で、
第 1 調査は 1 年次に実施し 、 第 2 調査は 3 年後の 4 年次時に実施し た。 使用する 解剖学 VR ソ フ ト ウ ェ アは team  Lab Body 
VR と タ ブレ ッ ト 解剖学アプリ は team  Lab Body Anatomy2020 と し た。 被験者は、 各条件で解剖学学修を 受けた後、 アンケー
ト 調査を 受けた。 アン ケート は各学修に対する 選択式アンケート と し、 4 段階リ ッ カート 尺度を 用いて評価し た。 アン ケー
ト 分析は、 Customer Satisfaction 分析（ 以下 CS 分析）を 実施し た。【 結果】CS 分析の結果、 1 年次と 4 年次と 比較し 、 各学修
の満足度と 関連し た重点維持項目と 改善が必要な重点改善項目において、 改善から 維持へ変化し た質問項目は、 VR 学修で
は「 骨折の転位が想像し やすいか」タ ブレ ッ ト 学修では「 解剖学習意欲は上がったか」であっ た。 ま た維持から 改善へ変化し た
質問項目は、 VR 学修では「 VR を 使っ て勉強し ていき たいか」「 VR を 使っ て楽し く 感じ たか」「 VR が欲し いか」タ ブレ ッ ト 学
修では「 タ ブレ ッ ト を 使っ て勉強し ていき たいか」「 印象に残っ たか」であっ た。【 結語】VR と タ ブレ ッ ト を 用いた機能解剖学
における 学修形態の違いが学修意欲や改善点に及ぼす影響について 1 年次と 4 年次で縦断的分析を 行っ た結果、 4 年次では
知識が増える こ と で、 1 年次の改善点が補える 部分がある 一方で、 4 年次の国家試験を 見据えた勉強に取り 入れる ためには、
VR では「 楽し さ 」や、 タ ブレ ッ ト では「 印象に残る 」など の観点を 改善さ せる こ と で、 学修効果や満足度が向上する こ と が示
唆さ れた。
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【 目的】解剖学教育における 従来の通常講義と VR を用いた介入講義が、 教育効果に及ぼす違いを 検証する こ と を 目的と する 。
【 方法】対象は大学 1 年生 51 名（ 18.6±0.5 歳）と し 、 被験者全員を 対象に、 講義内で学ぶ内容理解度を 調査する ために解剖学
テス ト を 講義前後およ び 1 週間後の講義時に前回と 同様の解剖学テス ト を 行っ た。 ま た、 VR 介入講義後と 通常講義後にア
ン ケート 調査を 聴取し た。 選択式アン ケ ート（ 29 問）と し 4 段階リ ッ カート 尺度を 用いて評価し 、 4： と ても そう 思う ～1：
そう 思わないの 4 件法で回答を 求め得点化し た。 統計解析は解剖学テス ト では、 一要因分散分析を 行い、 Bonferroni 法によ
る 多重比較検定を 行っ た。 アン ケート 調査では、 VR 介入講義と 通常講義における 差を 検討する ために、 質問項目ご と に
Wilcoxon の符号付き 順位検定を 行っ た。【 結果】解剖学テス ト の点数は、 VR 介入講義において講義前と 比較し 、 講義後が有
意に高く 、 1 週間後は講義後と 比較し 有意差が認めら れなかっ た。 ま た通常講義では、 講義前と 比較し 、 講義後が有意に高
く 、 1 週間後は講義後と 比較し 有意に低かっ た。 アン ケート 調査では、 授業の満足度や楽し さ 、 意欲の向上、 没入感、 授業
の印象、 人体構造の理解項目において VR 介入講義で、 有意に高かっ た。【 考察】解剖学テス ト は、 VR 介入講義の 1 週間後
の講義前の点数が維持さ れ、 通常講義では 1 週間後に減少し たこ と から 、 通常講義と 比較し 、 VR 介入講義において学修内
容の記憶が定着し ている こ と が考えら れた。 アンケート 調査では通常講義と 比較し 、 機能解剖学の理解や意欲が向上する こ
と が認めら れ、 VR を 用いた機能解剖学教育は、 360 度視点で学生に教授する こ と で、 没入感が得ら れ、 講義の理解度や集
中力が増すこ と が考えら れる 。 こ のこ と から 骨指標や筋の位置の全体像の把握がし やすく 、 記憶が定着する こ と が示唆さ れ
た。
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